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「中地域まちづくり」 
～「地域のつながり・向こう三軒両隣」の絆を求めて ～ 
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   Email oguchi-naka@mf.ccnw.ne.jp 
月 ～ 金  9 - 17 時受付（12 - 13 時除く） 土日祝日休み 

○江南警察署から感謝状が授与されました 

1 月２２日（水）大口町民会館で、

江南警察署主催の「令和７年度江南警

察署感謝状贈呈式」が開催されました。 

中地域自治組織は、青色防犯パトロ

ール等の活動に対し、感謝状をいただ

きました。 

地域内を青色防犯パトロール車で 

巡回しています。気になることがあり

ましたら気楽に声をかけてください。 

安心安全なまちづくりに、ご協力を

お願いします。 

○第１２回 大口町中地域自治組織 定期総会を開催します 
 代議員の皆様のご出席をお願いします。 

傍聴席を準備して、皆様のご参加をお待ちしています。 

・日 時 令和７年４月１９日（土） 午前１０時から 

・場 所 余野学習等共同利用施設 集会室 
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○西保育園 交通安全のお話 

★災害時には、日頃の備えが家族を守ります 

1 月２２日（水）西保育園遊戯室で、交通安全の 

お話をしました。 

小学校へ入学する年長児を対象に、集団登下校の

ルールを紙芝居で説明しました。 

園児たちは話を聴きうなずいたり、元気よく手を挙

げて質問に答えていました。 

入学前にお子様と一緒に、通学路の確認をお願い

いたします。 

家族で話し合う 

・身近な避難場所、または集合場所を確認しましょう。 

 避難場所までの安全なルートを家族で確認しておく。 

 

・家族が離れ離れになった場合の連絡方法 

               現在は携帯電話・スマートフォンに家族全員の連絡先を  

登録している人も多いと思いますが、災害時にはスムーズに 

連絡ができるとは限りませんし、充電が切れて連絡先の確認 

さえできないかもしれません。 

「災害伝言ダイヤル」の使い方を家族で確認したり、充電が 

切れても慌てないように連絡先をメモしたものを普段から 

   持ち歩くなどしましょう。 

 

  ★災害用伝言サービスの「使い方を確認」し「登録する電話番号」を決めておきましょう。 

（詳しくは各ホームページで） 

      「災害用伝言ダイヤル１７１」 「携帯電話各会社の災害用伝言板」 

○大口町まちづくり協働フォーラムに参加しました 
2 月８日（土）健康文化センターで、開催された「あなたと創る大口の未来～対話から 

創造する未来図～」に８名が参加しました。 

 第１部 「“対話”から想像する未来」 

講師の加藤武志さんから、事例をまじえた話を 

聞きました。 

第２部 バズトーク交流会「対話からはじ 

まる物語・未来の大口どうしたい？」 

参加者全員が車座になり各自が“自分が好きな 

こと”“自分のやりたいこと“をプラカードに 

して、グループに分かれ活発な話し合いが 

おこなわれました。 


